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GenMineTOP がんゲノムプロファイリングシステム 

検体量の推奨基準変更に関するお知らせ 
 
謹啓 時下益々ご清栄のこととお慶び申し上げます。平素は格別のお引き⽴てを賜り厚く御礼申し上げます。 
この度、「GenMineTOP がんゲノムプロファイリングシステム」検査における検体量（未染⾊標本の合計体積
および合計枚数）の推奨基準を変更することといたしましたので、以下にお知らせいたします。 

敬具 

記 

１．対象製品  

GenMineTOP がんゲノムプロファイリングシステム 

２．変更内容 
未染⾊標本の合計体積および標本枚数の推奨基準について、以下のように変更 

 
1 枚のスライドガラスに複数の切⽚を載せてご提出いただけます（検体作製ガイドQ&A.13 参照） 

 

３．推奨基準変更の背景 
 合計 2,446 症例（2024 年 1 ⽉〜2024 年 11 ⽉受領分）において、抽出核酸が収量基

準を満たした症例数および割合 
 成功率︓核酸抽出⼯程の収量基準（収量︓DNA 収量が≧200 ng かつ RNA 収量≧400 

ng）を満たした割合 
体積条件 症例数 成功症例数 成功率 

全症例 2,446 2,428 99.3% 

> 1.3 mm3 2,300 2,290 99.6% 

0.8 ~ 1.3 mm3 97 92 94.8% 

< 0.8 mm3 49 46 93.9% 

 
標本の合計体積または合計枚数の推奨基準を満たさない場合でも ⼀時停⽌のご連絡を差し
上げることなく核酸品質確認の完了まで検査⼯程を進めさせていただきます。 

 

現⾏基準 新基準

合計体積 推奨体積 1.3 mm3以上 推奨体積 0.8 mm3以上

表⾯積

  5 µm︓標本16枚以上   5 µm︓標本10枚以上

10 µm︓標本8枚以上 10 µm︓標本5枚以上

16 mm2以上

厚さ︓標本枚数



別紙︓検体標本の作製と注意点 
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本件に関するお問い合わせ先 
コニカミノルタ REALM 株式会社 
カスタマーサービス 
電話︓0120-427-367（受付時間︓平⽇ 9︓00〜17︓00） 
メールアドレス︓CS-JAPAN@konicaminolta.com 


